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福島第一原子力発電所（1F）で発生する水処理二次廃棄物の固化処理について、K 系アルカリ活性材料

（AAM）の適用可能性を示すため、模擬廃棄物を混合させた際の物性に対する影響の把握を目的とし、粘度

および圧縮強度を測定した。得られた物性について廃棄物を混合しない系（母材）および他の固化材料と比

較を行った。K 系 AAM は廃棄物を混合した場合でも高い流動性があり、圧縮強度の低下が他の材料より小

さい傾向が確認された。 
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1. 緒言 

 1F で発生する鉄共沈スラリー廃棄物の固化処理に対する K 系 AAM の適用可能性を示すうえで、実処理に

おける作業性、廃棄体保管時の安全性等の確保が可能であることを確認する必要がある。そのため、K 系 AAM

の物性に係る知見の蓄積および材料配合の最適化が不可欠であり、既報[1][2]では母材の K 系 AAM の物性把

握を行った。本報告では、模擬廃棄物を K 系 AAM に混合させた場合の物性に対する影響の把握を目的とし、

模擬廃棄物を含む試験体の粘度および圧縮強度を測定し、母材および他の固化材料の物性と比較を行った。 

2. 材料および試験方法 

 鉄共沈スラリー廃棄物のフィルタープレス脱水物の模擬廃棄物として、主成分の Fe(OH)3 を 90%以上含有

し、塩を含まない鉄系吸着剤（石原産業製）を用いた。また模擬廃棄物の配合率は総重量に対して 30 mass%

とした。K 系 AAM は、メタカオリンおよびモル比を K2O:SiO2:H2O=1:1:13 に調製したアルカリ刺激剤を練り

混ぜて作製した。模擬廃棄物を混合する際、メタカオリンとアルカリ刺激剤の配合比が母材と同一の場合で

は、水分が不足し AAM ペーストにならなかったため、メタカオリンに対するアルカリ刺激剤の配合比を増

やし、水分量の調整を行った。混合した試料の粘度および圧縮強度を測定し、母材のデータと比較した。ま

た他の固化材料として、珪酸ソーダ等を材料に用いた Na 系 AAM および普通ポルトランドセメント（OPC）

の物性と比較を行った。 

3. 結論 

 AAM の粘度変化は、母材では材料を練り混ぜた直後の初期粘度が、一定

期間維持され、その後急激に立ち上がる傾向が確認されている。模擬廃棄物

を含む K 系 AAM では、母材と同様の傾向が確認されたが、急激な立ち上が

りが生じるまでの時間が遅くなった。OPC は初期粘度が K 系とほぼ同等で

あったが、練り混ぜ後すぐに粘度が上昇した。Na 系 AAM は、K 系より粘度

の立ち上がりが遅くなったが、初期粘度が高く、流動性が低くなった。圧縮

強度は、材齢 28 日体で図 1 のとおり約 22 MPa となり、母材の 49 MPa と比

較して低い強度となった。一方で他の固化材料より模擬廃棄物を混合した際

の強度の低下が小さい傾向が確認された。したがって K 系 AAM は、他の固

化材料と同様に廃棄物を混合することにより、硬化が遅くなり、圧縮強度が低下するが、他の固化材料より

圧縮強度の低下が小さく、低い粘度が維持され、高い流動性を有する傾向が確認された。 
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図 1 各固化材料の模擬廃棄物の 

有無による圧縮強度の変化（材齢 28 日） 
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